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精 嚢 腺 組 織 の 体 外 培 養 学 的研 究

第2編 男性 ホル モンの組織 発育 に及ぼ す影 響

大阪医科大学皮泌科教室(泌 尿器科主任 石神襄次教授)

中 野 順 道

      Studies on the Tissue Culture of the Seminal Vesicle 

       II. Influences of Male Sex Hormone upon the Growth of the 

                   Tissue of the Seminal Vesicle 

                               Jundo NAKANO M.D. 

              From the Department of Urology, Osaka Medical College 

                     (Director  : Prof. Joji Ishigami M.D.) 

   In the tissue culture of the Seminal vesicle of guinea-Pigs, influences of addition of 

male sex hormone (Testosterone propionate) upon the growth of the tissue of the semi-
nal vesicle were studied. 

   1) Male sex hormone exerted definite local action to the tissue of the seminal  ve-

sicle in vitro. 

   2) The growth of epithelial cells was obviously stimulated by male sex hormone 

at the initial stage of the cultivation. 

   3) The growth of fibroblastes was always extremely inhibited by male sex hormone  ; 

only their weak growth was observed about 8 days after the cultivation. Their de-

generative changes were observed in a considerably early stage of the cultivation.

1緒 言

培養組織の発育は種々の要約に左右 されるこ

とは言うまでもない.従 つて組織の発育程度或

はその形態的変化を指標 として,種 々の因子が

培養組織に及ぼす影響を検索す ることは重要且

っ興味ある研究の1つ と云えよう.

この際,鶏 胎圧搾液は発育促進物質として最

も有効且っ普遍的な ものと して知 られて いる

が,他 に種 々の臓器エキス,ヴ ィタ ミン,ホ ル

モン等の培養組織に及ぼす影響が従来多 ぐの人

達iにより検索されている.

精嚢腺は生体にあつては主 として男性 ホルモ

ンの影響のもとに男子副性器 としての機能を営

むものであり,他 方,去 勢マウスにおいて男性

ホルモソ投与により認められる精嚢腺の肥大発

育は男性ホルモンの生物学的単位測定の基準 と

して応用 されていることも衆知の事実である,

この様に生体にあつては精嚢腺 と男性ホルモン

は密接不可分の関係にあることは今や明白であ

る.

著者はillvitroに おいて男性ホルモンが精

嚢腺組織に直接局所的に如何なる影響を与える

かについて,組 織培養法を応用 し検索した.体

外培養における男性 ホルモンの泌尿性器に及ぼ

す影響については,最 近では教室の高木,石 神

等の研究があり,高 木は睾丸組織について,石

神等は前立腺組織について夫々発育促進作用の

存す ることを認め,ま た弓削は睾丸及び副性器

に対する作用を検索 した結果,睾 丸に対 しては

その適量は精細胞発育促進作用を,前 立腺及び
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精嚢腺については明らかな発育促進作用廷確認

しなかつたが,そ の徴候は認め得たと報告 して

いる.

以下著者の実験成績を概述し,若 干の考察を

おこない度いと思 う.

∬ 実験材料及び実験方法

実験材料及び実験方法にっいての詳細は,す でに第

1編 において述べたので,本 編では簡単に述べる.

1実 験材料

a供 試組織

主 として成熟雄海狽(体 重4509前 後)を 用い,1

部では幼弱雄海狽(生 後約3週,体 重909前 後)を 使

用 し,開 腹術に よ り精嚢腺 を別 出し,そ の1/2mm2

細切片を培養に供 した.

b支 技体

一昼 夜絶食せ し め たHeparin-Na(5000単 位)添

加鶏血 漿を用いた.

c発 育促進物質

人血 清 と生理的食塩水を等量に混合 した液に9目 目

の艀化鶏 胎の圧搾液を10%の 割合に混合せ しめた もの

を使用 した.

d添 加物質

テス トステ ロン プロピオナー ト1mglcc懸 濁液

をO.lccと り培地内に 添加 した.培 地内濃度は0,1

mg/ccと なる.

2実 験方法

Carrel罎 法 によ りお こなった.培 養術式 は第1編

で詳細に述べたので ここでは簡単に述べ る.

支持体た るHeparin-Na添 加鶏血漿の1滴 をCa-

rre1壕 底面に薄 く伸ば し,そ の上に 精嚢腺 組織 の小

細片を4ケ 宛 のせ,更 に9日 目の醇化鶏胎圧搾液1滴

つつを組織 片に滴下 し,3～4時 間放置す る.そ の組

織片が充分に固着 した 時に 発育 促進物質 を1.Occ注

入す る.次 いで テス トステ ロン プ ロピオナー ト懸濁

液1mglccの0.1ccを 添加す る.ま た対 照群には

男性ホルモ ソの 代 りに 生理的食塩水0.1ccを 注入 し

た,以 上 のものを37.5℃ 恒温器 内に静置 し培養翌 日

よ り毎 日一定時間に顕微鏡下にその発育状態 を観察 し

た.本 実験に使用 したCarre1墳 培養器数は夫 々30ケ

である.

皿 実験成績

1発 育組織 の一般的観察

a培 養後2日 目の組織群

母組織の1部 よ り上皮性細胞 が発育 し始め る.即 ち

舌状突起様乃至 半球状 の発育 を示 し,1部 ではす でに

かな りの増殖を呈すが(Fig.1,2,).ま た あるもので

は発育は未だ軽度 である.

b培 養後3日 目の組織群

上皮性細胞 の発育 は僅 かに増大 し,舌 状 の突起では

その長径 を増す.し か し培養2日 目の発育 と大差は認

め られない(Fig.3,4).

c培 養後4日 目の組織群

上皮性 細胞 は更に発育 を続 け,舌 状 の突起は長径 を

増す と共にその幅を も 増大 し(Fig.5),ま た 半球状

に発育 した ものは形態 がやや複雑化す る(Fig.6).

d培 養後5日 目の組織群

上皮性細胞 の発育は停止す ることな く舌状乃至半球

状 の増殖 が 認 め られ,ま た1部 の ものでは 混棒状に

変化す る(Fig.7).更 に ある もので はepitheliar

sheethの 上方に遊離 して線維性 索状物が認め られる

が,恐 らくこれは増殖上 皮性細胞 のEntdifferenzie-

rungに よ り生 じた もの と考 えられ る(Flg.8).な お

この時期では未だ線維芽細胞 の発育は明 らかに認め難

い.

e培 養後6日 目の組織群

この時期は上皮性細胞の発育は最極期 と見敬して良

い,即 ち母組織 の全周囲に亘つて密な上皮性細胞 の発

育 帯が認め られ る(Fig.9,10).し か し線維芽細胞の

発育は依然 として認め られない.

f培 養後7日 目の組織群

6日 目に引 き続 き上皮性細胞 の発育は旺盛な感 があ

る.

9培 養後8日 目の組織群

上皮性細胞 の発育は停滞 のきざしを見せ,母 組織の

1部 よ り上皮性細胞に混 じて線維芽細胞が線状 に発育

し始める.更 にこの部 では上皮性細胞の1部 は空胞形

成 が僅 かに認 め られ る(Fig.11).

h培 養後9日 目の組織 群

上皮性細胞 の発育は 明 らかに停止 し,増 殖 した上皮

性 細胞 群は 培地内 に崩壊 し遊離 し は じめ る所見 を呈

し,個 々の上皮性細胞は原形質内に空胞形成な どの退

行性変 化が認め られ る.更 に これに混 じて線維芽細胞

の増殖がやや明 らか とな るが その 程度は弱い(Fig.

12,13).

i培 養後10目 目の組織群

上皮性細胞群にかわつて線維芽細胞 の発育 がかな り

顕著 とな り・これは母組織 よ りサ ー クルを描 きその周

縁に沿つて環状 に長径 を 増す のが 特異であ る(Fig.

14,15).こ の場 合個 々の細胞 は殆 ん どが紡 錘形乃至楕

円形を呈 し・線維細胞或は線維芽細胞 を思わせ るが,
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1部 には上皮性細胞を思わせ る細胞が混在 し,両 種の

細胞の間に判然 と区別 し難 い部分 も認めれ る.こ のこ

とは,こ の時期 に認め られ る線維芽細胞のある ものは

精嚢腺上皮 細胞 のEntdifferenzierungに 由来す る

ものではないか と臆測せ しめる.

j培 養後11日 目の組織群

前 日と殆んど変化がな く,線 維芽細胞 及び 小 数の

上皮性細胞群の 環状の発育が 認め られる(Fig.17,

18)

k培 養後12日 目の組織群

母組織はやや退縮の傾 向をおび,環 状に発達 した線

維芽細胞及び小数の上 皮性細胞 と見倣され る細胞集 団

は,個 々の細胞内に空胞形成,穎 粒 の出現 な どの退行

性変化が生 じ,ま た細胞間 の連絡が疎 とな り崩壊す る

らしい所見を呈す る(Fig.19,20).

1培 養後15日 目の組織群

母組織の退縮は明瞭 とな り,そ の周辺に退行変化 に

おちいった線維芽細胞及び上皮性細胞 が僅かに認 め ら

れるに過ぎない(Fig.21,22).す でに発育 増殖 した

細胞群はその過 半が退行変化 を生 じ,培 地 内に崩壊,

遊離消失してい る.一 応培養組織の増殖が終焉 し,以

後漸次退行萎縮期に移行す ることが判明す る.

m培 養後20目 目の組織群

新生組織はすべて崩壊,消 失 し,萎 縮 した母組織の

み となる.

2培 養組織の成長価

各実験に使用 した培養器数は夫 々30ヶ で,こ の うち

培養条件及び培養母組織の大 きさが略 々同一の10ケ を

選定 し,そ の平均値 よ り成長価 を作成 した(成 長価 に

ついては第1編 に詳述)ま た対照群 としては前述 の

生理的食塩水添加の ものを用 いた.こ の際培養条件及

び培養母組織は テス トステ ロンプロ ピオナ ー ト添加実

成長価 曲線

絶

対80

長70

価6a

∫0

40

30

20

10
'

'

男'駐ホルモ》添 加君単
一一一一一 対照群/

,,

〆
ノ'

,'

/

/

,♂

,'

,,

♂

,'

,'

,'

ノ・
'

'

ノ
'

♂
'

'

24681012

培 養 日数

61!

験 群 と同 一 と し,比 較 対 照 に お け る誤 差 を僅 少 とす べ

く留 意 した こ とは云 うまで もな い.測 定 を お こな っ た

日は 培 養 後2日,4日,6日,8日,10日,12日 の各

日で あ る,

観 察 各 日の テス トス テ ロ ソ プ ロ ピオ ナ ー ト添 加 実

験 群 の 絶 対 成 長価 の平 均 値 は,培 養 後2日 目18.5,4

目 目34.5,6日 目49.0,8日 目49.5,10目 目52.0,

12日 目49.5で あ る.対 照群 で は2日 目15.0,4日 目

29.5,6日 目40.0,8日 目52.0,10日 目71.0,12日 目

80.5で あっ た.こ れ を 曲線 で表 わ す とTab.1の 如

くで あ る.

IV総 括 及 び考 按

以 上,海 狽 精 嚢 腺 組 織 の体 外 培 養 に 際 して 男

性 ホ ル モ ンを 添 加 し,そ の組 織 発育 に 及 ぼ す影

響 に つ い て の実 験 成 績 を概 述 した.

組 織 培 養 法 に お い て ホ ル モ ンを 応 用 し,そ の

組 織 発 育 に及 ぼ す 影 響 に つ い て検 索 した報 告 を

文 献 上 渉 猟 す る と,古 く小 松(1913)は 臓 器 エ

キス が 線 維 芽 細 胞 に及 ぼ す影 響 を 検 索 し,稀 薄

な睾 丸 エ キ ス は発 育 促 進 的 に作 用 す る と述 べ,

Walton(1914)も 略 々 同様 の 発 表 を お こな つ

てい る.か か る臓 器 エ キ ス の組 織培 養 え の 応 用

は,そ の 後 渋 谷(1929),清 水(1932),勝 木

(1933),前 田(1937),後 藤(1940)等 の報 告

が散 見 され る が,臓 器 エ キ ス の場 合 は ホル モ ン

の 含 有量 が 微 量 に過 ぎ,内 分 泌 物 質 以 外 の 他 の

因子 も除 外 出 来 な い た め正 確 な デ ー タは期 待 し

得 な い もの と思 わ れ る.次 に 内分 泌 製 剤 に 関 し

て は,瀬 村(1929)は ア ンッ イ ト リン(脳 下 垂

体前 葉 製 剤),チ ロキ シ ン及 び イ ンシ ュ リン,ピ

ッ イ トリン(脳 下 垂 体 後 葉 製 剤)が 鶏胎 心 臓 組

織 の発 育 に及 ぼ す 影 響 につ い て 検 索 し,ま た 隠

明寺(1933)は8種 の臓 器 製 剤 の鶏 胎 線 維 芽 細

胞 及 び鶏 胎 脾 臓 の発 育 に及 ぼ す影 響 を 検 して い

る.

久 保(1938)は は じめ てAndrostendione,

Testosteroneな どの ス テ ロイ ドホ ル モ ンを 虹

彩 の上 皮 細 胞 を対 象 と して 応 用 し,次 い で 八

木(1938)は 睾 丸 組 織 に 対 す るEnarmonや

Ovahormonの 効 果 を 検 索 した 。 更 に 最 近 に

至 りBiggers&Claringbold(1953),Lasni

tzki(1954),Wagenseil(1956),高 木(1957,

1958),石 神 等(1959),Franks(1959),弓 削

(1959)等 が 組 織 培 養 法 に お け る諸 種 性 ホル モ
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ンの影響について報告をおこなつている.

しかし男子副性器の体外培養における各種ホ

ルモンの作用を検索した報告は比較的少 く,上

記のうちWagnesei1は 前立線組織に対する

estradiolの 影響を,石 神等は前立腺組織に対

する男性ホルモン及び女性ホルモ ンなどの影響

を検索 し,最 近では弓削が畢丸及び副性器に対

する男性ホルモソ及びゴナドトロピンの作用を

実験し発表した程度である.上 述のかかる研究

報告では何れも各種 ホルモンがinvitroに お

いて多少 とも直接局所作用を示すもの と推定 し

得 る結果であり,ま た今回の著者の実験成績に

おいても男性 ホルモンが培養精嚢腺組織に対 し

て直接局所作用をもつ と考えてよい成績を示 し

ている.

以下.新 生組織について,添 加男性ホルモン

が如何に影響作用するか,out-growthに よる

形態学的観察をおこない.若 干の考察を加え度
い.

(1)上 皮性細胞の発育

上皮性細胞は培養後翌 日より早 くも発育を開

始 し,2日 目ではすでに1部 のものではかなり

の発育促進が認められる.即 ち半球状乃至舌状

に上皮性細胞群による突起が形成 される.し か

し1部 の発育帯 では その発育は なお軽度であ

る.3～4日 目ではかかる発育帯がその長経及

び幅を増大 し,且 つやや複雑 となり徐 々に発育

増殖する傾向が認められるが,未 だ極期ではな

い.

最も旺盛な発育 を示すのは6～7日 で,こ の

時期では母組織の殆ん ど全周に亘つて上皮性細

胞の密な発育帯が形成 される.し かし8日 目に

至つて,上 皮性細胞は早 くもその増殖は停滞の

きざしさを見せ,1部 では軽度ではあるが,細

胞原形質内に空胞形成などの退行性変化が生 じ

てくる.培 養9日 目では上皮性細胞は明らかに

その発育増殖を停止 し,発 育帯の1部 は培地内

に崩壊,遊i離 する所見を示 して くる.ま た個 々

の上皮性細胞はその原形質内に空胞形成などの

退行変性が明瞭 となる.

10日 目以後では上皮性細胞は漸次退縮傾向を

示 し,代 つて線維芽細胞が 上皮性細胞に混在

し,発 育が活溌化し,特 有の環状発育をとげる

に至る.

12日 目以後ではかかる上皮性細胞及び線維芽

細胞は共に漸次退行変性が強度 となり,そ の過
サ

半が培地内に崩壊,消 失 し,母 組織も退縮傾向

を示 し,そ の周辺に僅かに新生組織の遺残が認

められ るに過 ぎない状態を呈 して くる.

以上要約すると,男 性 ホルモン添加の場合,

上皮性細胞は極めて早期に,且 つかなり強く発

育が促進 されるのが認められる.ま たその増殖

の極期は6～7日 で,こ れは第1編 で述べた基

礎実験群のそれよりは2～3日 早められた感が

ある.し かし発育 の極期における上皮性細胞の

増殖形態は,む しろ基礎実験群の方が活溌且つ

複雑で,そ の場合特有な鋪石状,索 状網工状及

び環状発育 などを示すのに対 し,男 性ホルモソ

添加群は母組織 の殆んど全周に亘 る密なepi-

theliarsheethを 形成するのみで,形 態は単

純である.

また上皮性細胞の発育停止も8日 目に至 り早

くもその徴候を現わし,以 後漸次退行変性にお

ちいり,こ の時期に線維芽細胞と優劣が入れ換

る所見も極めて特異 と思われる.

組織培養法ではホルモンの作用が精嚢腺組織

に一方的に作用するのみで,生 体におけるよう

に下垂体一性腺系の調飾が行われず,た めにホ

ルモンの局所作用機序に微妙な問題が生じるの

は当然と考えられる.従 つてホルモンの培地内

添加実験では,そ の添加量が培養組織の発育に

極めて重要な役割を演ずるものと推測される.

著者 は テス トステロン,プ ロピオナー ト0.1

mg/cc添 加による実験をおこなつたが,こ の

場合,i)上 皮性細胞は培養後4日 目前後まで

は明らかに発育促進の傾向を示 し,ii)発 育の

最盛期 と考えられる6～7日 目ではむ しろ発育

は抑制される感があり,iii)更 に8日 目以後で

は空胞形成などの退行変化が早期に出現 し,培

地内えの崩壊,消 失も対象実験に比 してかなり

早められ ることが判明 した。

(2)線 維芽細胞の発育

線維芽細胞は本実験において極めて特異な,

且 つ興味ある発育状態を示すものである.即 ち

培養後7日 臥 即ち上皮性細胞の発育が極期に

至 るまで,そ の発育は全 く認め られない .次 い
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で8日 目頃,上 皮性細胞の発育が停止する兆候

が現われるに至つて始めて,母 組織の1部 より

上皮性細胞に混 じて線状の発育開始が認められ

る.9日 目頃より上皮性細胞の退行は明瞭 とな

り,こ れに反 して線維芽細胞の発育は促進され

るが,こ の時期では未だ軽度である.10日 目,

11日 目ではその発育は極期 と見倣 してよく,母

組織よりサークルを描 きその周縁に沿つて長径

を増大する特異な発育帯を形成する.こ の際個

々の細胞は殆んど線維細胞或は線維芽細胞を思

わせるが,1部 には上皮性細胞を思わせる細胞

が混在し,両 種の細胞の間に判然 と区別 し得な

い部分も存在する.12日 目以降では,こ の環状

の新生組織に空胞形成などの退行性変化が認め

られ,漸 次細胞間の連絡が疎 となり.培 地内に

遊離,崩 壊する傾向を示 し,工5日 目では母組織

周辺に僅かにこれら新生組織の遺残を認めるに

過ぎない状態 となる.20日 目以降では萎縮した

母組織を認めるのみで,線 維芽細胞は全 く認 め

られない.

以上要約すると,男 性ホルモン添加実験では

線維芽細胞の発育は極めて強度に抑制 されるこ

とが判明する,即 ち線維芽細胞は培養後7日 目

までは全 くその発生を認めず,8日 目頃 より軽

度ではあるが徐々に発育を開始 し,10日 目,11

日目に至つて始めて盛んな発育状態を示す そ

してこの場合,前 述した如 く環状に増殖 した線

維芽細胞は,こ れに混 じて上皮性細胞を思わせ

る細胞も存在し,こ のことはこの時期に発生 し

た線維芽細胞は精嚢腺組織内の線維性組織 より

発生したものと考えるよりは,む しろ上皮性細

胞のEntdifferenzierugに 由るものと推測 し

得る所見が大である.

さきにおこなつた基礎実験群においても,線

維芽細胞の発育はある時期に明らかに抑制 され

た所見を得たが,し か しその場合は培養後4日

目頃より軽度では あるが すでに 発生が 認めら

れ,14～15日 目に至つて 最も旺盛な 発育を示

し・以後20日 目に至つてもなお栂組織より放射

性の発育帯を認めている.即 ち線維芽組胞は上

皮性細胞の発育増殖期にのみ抑制され,上 皮性

細胞の発育停止後は旺盛な発育増殖を示 し,且
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つ長 期 に 亘 つ て そ の形 態 を保 持 した が,男 性 ホ

ル モ ン添 加 群 で は培 養後15日 目で は 早 くも線 維

芽 細 胞 は殆 ん ど消 失 し,認 め られ な い

教 室 の 石 神 等 は 前 立 腺 組 織 の体 外 培 養 に お い

て,男 性 ホ ル モ ン の添 加 は腺 性 組 織 の 発育 促 進

及 び線 維 性組 織 の 発 育 抑 制 を認 め た と報 告 して

い るが,著 者 の 実 験 成 績 で,精 嚢 腺 組 織 に お い

て も略 々同 様 の結 果 を得 た こ とは興 味 が あ り注

目 して よい.

さて,生 体 に あ つ て 雄 性 副 性 器 た る精 嚢 腺 は

主 と して睾 丸 よ りのandrogenicactivityに

よ りそ の生 理 機能 を円 滑 に 遂 行 し て お り,除 睾

に よつ て これ は速 や か に萎 縮 退 行 す る こ とは よ

く知 られ た事 実 で あ る.勿 論 か か る男 性 ホル モ

ン効 果 は,invivoとinvitroに お い て は

そ の作 用機 序 は お の ず か ら異 るで あ ろ うが,著

老 の 実 験 結 果 で は顕 著 で は な い が 男 性 ホ ル モ ン

がinvitroに お い て も直 接 精 嚢 腺 組織 に局 所

作 用 を も つ こ とが 略 々推 測 し得 る.

即 ちinvitroに お い て 男性 ホ ル モ ンは 精 嚢

腺 上 皮 細 胞 に促 進 的 に 働 き,あ る種 の 線 維 細 胞

抑 制 物 質 の分 泌 を増 強 せ しめ る結 果,線 維 芽 細

胞 の発 育 を極 度 に抑 制 す る の で は な か ろ うか.

とす れ ば 本 実 験 に よつ て生 体 内 の睾 丸一 副 性 器

間 に おけ るandrogenicactivityに つ い て あ

る程 度 の傍 証 を な し得 た もの と思 わ れ る.

要 す る に テ ス トス テ ロン.プ ロ ピオ ナ ー ト

o.1mg/cc添 加 実 験 で は,i)線 維 芽 細 胞 の 発

育 は 終 始 極 度 に抑 制 され,培 養 後7日 目 まで は

全 く発 生 を認 めず,ii)8日 目 よ り徐 々に 発 生

し始 め,10～11日 目で極 期 とな るが,こ の 場 合

もむ しろ上 皮 性 細 胞 のEntdifferenzierungと

見徹 す べ き 発育 状 態 を 示 し,iii)ま た そ の崩

壊,壊 死 も早 期 に 出現 し,培 養後15日 目頃 す で

に 退 行 性 変 化 に よ り殆 ん ど消失 し,母 組 織 の周

囲 に僅 か に そ の遣 残 を と どめ るの み と な る.

③ 比 較 成 長 価 に つ い て

Tab。1に 示 す如 く,テ ス]・ス テ ロン プPピ

オ ナ ー ト添 加 群 で は培 養後7日 目 ま で は 明 らか

に対 照 群 に比 して 成 長 価 は 大 で あ る 。 この こ と

は 前 述 した如 く男性 ホ ル モ ン添 加 の場 合 は,培

養 初 期 で は 明 らか に 上 皮 性 細 胞 の発 育 促 進 が 認
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められ ることを意味 している.8日 目以降では

逆に対照群がはるかに成長価を増 し,曲 線は急

激に上昇するに反 し,男 性ホルモン添加群では

軽度上昇を示すに過 ぎない 即ち男性ホルモン

添加群では8日 目頃より上皮性細胞の発育は停

滞し,線 維芽細胞の発育が始まるが,そ の程度

は対照群に比 して極めて弱い 他方,対 照群で

は6日 目頃より上皮性細胞及びこれに混 じて線

維芽組胞がかなりの増殖を示し,更 に上皮性細

胞の発育が 略々停止する10日 目以降に 至つて

も,な お線維芽細胞は発育を続け,14～15日 目

頃が最盛期 となり20日 目以降でも母組織周辺よ

り放射性に長径を保つわけである.

V結 語

1.Carre1曝 法 に よ る 海 狸 精 嚢 腺 組 織 の 体

外 培 養 に 際 し,男 性 ホ ル モ ン(テ ス トス テ ロン

プ ロ ピオ ナ ー ト)を 添 加 し,そ の組 織 発 育 に及

ぼ す 影 響 を検 索 した.

2.添 加男性ホルモンは培養精嚢腺組織に対

し,明 らかに局所作用を示す所見が得られた.

3.上 皮性組胞は培養初期 より4日 目前後ま

では明らかに発育促進の傾向を示し,6～7日

目ではむ しろ発育は抑制 さ鵜8日 目以降では

漸次退行性変化が認められる.

4.線 維芽細胞の発育は終始 極 度 に抑制さ

れ,培 養後7日 目までは全 く発生せず,8日 目

頃 より発育 し始め,10～11日 目で 極期 となる

が,そ の程度は比較的弱 く,こ の場合はむしろ

上皮性細胞のEntdifferenzierungと 見徹す

べき・発育状態を示す またその崩壊,壊 死も早

期に出現 し,15日 目頃では母組織の周囲に僅か

にその遺残を残すのみとなる.

5.以 上,invitroに おいて局所的に作用

せ しめた 男性 ホルモン は培養精嚢腺組織に対

し,腺 性組織では発育促進的に作用し,線 維性

組織ではその発育を抑制する結果を得た.

交 献:最 終編に記載す る.
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